
発行者 徳島県

徳 島 県 報 発行所 徳島県企画総務部

総務監察課法制文書室

定期第８０７号 令和７年３月２１日発行

目 次

※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

１５８ 特定調達契約について一般競争入札により 管財課

落札者を決定した件

１５９ 同 同

１６０ 指定障害福祉サービス事業者を指定した件 障がい福祉課

１６１ 指定障害福祉サービス事業の廃止について 同

届出があった件

１６２ 家畜伝染病予防法の規定による監視伝染病 畜産振興課

に関する検査を実施する件

１６３ 家畜伝染病予防法の規定に基づき豚熱予防 同

液の注射を命ずる件

１６４ 保安林予定森林に関する通知を受けた件 森林土木・保全課

１６５ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

１６６ 同 同

１６７ 道路の供用を開始する件 同

１６８ 同 同

１６９※ 徳島県宅地建物取引業者名簿閲覧規程の一 住宅課

部を改正する告示 建築指導室

１７０※ 建築主事の確認を受けなければならない建 同

築物の区域の指定の一部を改正する件



【告示】
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【公安委員会規則】

番 号 表 題 担当課名

４※ 徳島県道路交通法施行細則等の一部を改正
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ごの採捕について指示する件

【内水面漁場管理委員会告示】
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２ 令和７年度の目標増殖量を定めた件
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徳
島
県
告
示
第
百
五
十
八
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
六
合
同
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

一
、
九
〇
三
、
八
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

仕
様
書
に
よ
る
。

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
企
画
総
務
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
二
月
十
七
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
一
番
地

五

落
札
金
額

五
千
三
百
七
十
二
万
四
千
二
百
三
十
一
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
六
年
十
二
月
二
十
日



徳
島
県
告
示
第
百
五
十
九
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
万
代
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
（
電
力
量
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
電
力
で
あ
る
こ
と
。
）

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

三
、
五
二
七
、
七
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

仕
様
書
に
よ
る
。

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
企
画
総
務
部
管
財
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
二
月
十
七
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

鈴
与
商
事
株
式
会
社

静
岡
市
清
水
区
入
船
町
一
一
番
一
号

五

落
札
金
額

九
千
二
百
四
万
九
十
二
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
六
年
十
二
月
二
十
日



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

株
式
会
社
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

ｂ

徳
島
市
仲
之
町
二
丁
目
一
四
番

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

徳
島
市
仲
之
町
二
丁
目
一
四
番

居
宅
介
護

令
和
六
年
十
月
一
日

ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

地

晴
れ
の
日

地

重
度
訪
問
介
護

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ

小
松
島
市
中
田
町
字
千
代
ケ
原

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

同

勝
占
町
中
須
九
二
│
一

同
行
援
護

同

十
一
月
一

わ
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
研
究

二
三
番
地
四

暖

大
松
ジ
ョ
リ
カ
Ｂ
一
〇
一

日

会有
限
会
社
宝
寿

同

中
郷
町
字
加
藤
一
五

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

同

北
矢
三
町
三
丁
目
三
│

居
宅
介
護

同

二
番
地
の
一

ぱ
ー
と
な
ー

徳
島

二
七

グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ
矢
三

同
行
援
護

二
〇
三
号
室

行
動
援
護

合
同
会
社
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

海
部
郡
牟
岐
町
大
字
中
村
字
大

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
一
懸

海
部
郡
美
波
町
西
の
地
字
魚
呑

居
宅
介
護

令
和
七
年
一
月
一
日

谷
九
四
番
地
四

二
番
地

重
度
訪
問
介
護

行
動
援
護

Ｙ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
合
同

板
野
郡
藍
住
町
徳
命
字
元
村
東

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

板
野
郡
藍
住
町
徳
命
字
元
村
東

居
宅
介
護

同

会
社

二
二
番
地
二
二

や
ど
り
ぎ

二
二
番
地
二
二

重
度
訪
問
介
護



合
同
会
社
や
べ
ケ
ア

徳
島
市
大
谷
町
猿
楽
三
番
地
の

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

徳
島
市
新
浜
町
四
丁
目
三
番
三

同

同

二
四

Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ

四
号

プ
レ
ジ
ー
ル
四
丁
目
一

〇
一

株
式
会
社
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

同

沖
浜
東
三
丁
目
七
一
番

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

同

沖
浜
東
三
丁
目
七
一
番

同

同

地
ニ
ュ
ー
Ｄ
Ｋ
ハ
イ
ツ
本
館
一

Ｋ
ａ
ｎ
ｏ
ａ

地
ニ
ュ
ー
Ｄ
Ｋ
ハ
イ
ツ
本
館
一

〇
五

〇
五

株
式
会
社
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

ｂ

同

仲
之
町
二
丁
目
一
四
番

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

同

住
吉
一
丁
目
四
番
三
三

同
行
援
護

同

二
月
一
日

ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

地

晴
れ
の
日

号

合
同
会
社
早
苗
美

鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
磯
崎
一

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
字
北
浜
三

居
宅
介
護

同

三
月
一
日

二
三
番
地
三
一

Ｓ
ａ
Ｎ
ａ
Ｍ
ｉ

九
番
地
二

重
度
訪
問
介
護



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

ビ
オ
ラ
合
同
会
社

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
三

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

徳
島
市
八
万
町
内
浜
一
三
〇
番

居
宅
介
護

令
和
六
年
八
月

令
和
六
年
八
月

七
番
地
の
一
ア
ル
フ
ァ
ス
テ
イ

ン
ビ
オ
ラ

地
一
森
住
宅
Ｃ
棟
Ｃ
│
一

重
度
訪
問
介
護

四
日

三
十
一
日

ツ
か
ち
ど
き
橋
八
〇
三
号
室

同
行
援
護

株
式
会
社
エ
ー
ジ
ン
グ

同

住
吉
一
丁
目
四
番
三
三

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

同

住
吉
一
丁
目
四
番
三
三

同

同

十
月

同

十
月

ア
シ
ス
ト

号

ン
お
か
が
わ

号

十
五
日

三
十
一
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人

板
野
郡
藍
住
町
東
中
富
字
龍
池

さ
わ
や
か
徳
島
ヘ
ル
パ

板
野
郡
藍
住
町
富
吉
字
地
神
六

居
宅
介
護

同

十
一

同

十
二

さ
わ
や
か
徳
島

傍
示
七
六
番
地
の
七

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〇
│
三

重
度
訪
問
介
護

月
二
十
九
日

月
三
十
一
日

医
療
法
人
は
や
し
会

徳
島
市
中
昭
和
町
二
丁
目
九
四

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

徳
島
市
中
昭
和
町
二
丁
目
九
四

同

同

令
和
七
年
一
月

番
地

ン
と
み
だ

番
地

十
八
日

三
十
一
日

有
限
会
社
フ
ィ
フ
テ
ィ

同

春
日
二
丁
目
二
番
四
七

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

同

春
日
二
丁
目
二
番
四
七

重
度
訪
問
介
護

同

十
二

同

号
セ
ジ
ュ
ー
ル
春
日
Ａ
一
〇
五

ン
な
か
よ
し

号
セ
ジ
ュ
ー
ル
春
日
Ａ
一
〇
五

月
十
日

号

号



社
会
福
祉
法
人
緑
風
会

同

国
府
町
東
高
輪
三
五
二

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

那
賀
郡
那
賀
町
成
瀬
字
小
谷
口

居
宅
介
護

令
和
七
年
一
月

同

番
地
三

緑
風
会
チ
ロ
ル

二
番
地

重
度
訪
問
介
護

十
七
日

株
式
会
社
あ
な
た
に
あ

那
賀
郡
那
賀
町
仁
宇
字
王
子
前

訪
問
介
護

こ
だ
ま

同

仁
宇
字
王
子
前

同

同

二
月

同

え
て
よ
か
っ
た

七
八
番
地
三

七
八
番
地
三

三
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人

鳴
門
市
瀬
戸
町
大
島
田
字
下
畑

山
び
こ
へ
る
ぷ
ケ
ア
セ

鳴
門
市
大
津
町
木
津
野
字
仲
ノ

重
度
訪
問
介
護

同

同

二
月

ふ
れ
あ
い
福
祉
の
会
山

五
五
番
地

ン
タ
ー

越
八
四
│
二

二
十
日

二
十
八
日

び
こ
へ
る
ぷ



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
二
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
視
伝
染
病
に
関
す
る
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

実
施
の

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
又
は

監
視
伝
染
病
の
種
類

実
施
す
る
区
域

実

施

の

期

日

検
査
の
方
法

目
的

そ
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲

監
視
伝

ブ
ル
セ
ラ
症

県
下
一
円

１

輸
入
牛
（
種
付
け
の
用
又
は
搾
乳
の

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検

染
病
の

用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て

査
、
疫
学
的
検
査
、
臨

発
生
の

２

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の

床
検
査
及
び
細
菌
検
査

予
防
又

目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
牛
（
過
去
に

長
が
指
定
す
る
日

は
予
察

検
査
し
た
も
の
を
除
く
。
）

３

そ
の
他
所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛

生
所
の
長
が
指
定
す
る
牛

結
核

同

１

輸
入
牛
（
種
付
け
の
用
又
は
搾
乳
の

同

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
、

用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）

疫
学
的
検
査
及
び
臨
床

２

そ
の
他
所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛

検
査

生
所
の
長
が
指
定
す
る
牛

ヨ
ー
ネ
病

鳴
門
市
、
小
松
島

１

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目

同

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
に

市
、
阿
波
市
、
那

的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛

よ
る
検
査
、
リ
ア
ル
タ

賀
郡
、
海
部
郡
、

２

１
の
牛
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て

イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
よ
る

板
野
郡
及
び
三
好

い
る
牛

検
査
、
ヨ
ー
ニ
ン
検
査

郡

、
疫
学
的
検
査
、
臨
床

検
査
及
び
細
菌
検
査

県
下
一
円

１

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る

目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
牛
（
過
去
に

検
査
し
た
も
の
を
除
く
。
）

２

１
の
牛
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て

い
る
牛

３

公
共
放
牧
場
に
放
牧
す
る
牛



４

受
精
卵
の
採
取
の
用
に
供
す
る
牛

５

共
進
会
等
の
衛
生
対
策
要
領
に
基
づ

く
検
査
を
必
要
と
す
る
牛

６

徳
島
県
県
外
導
入
牛
防
疫
対
策
要
領

に
基
づ
く
検
査
を
必
要
と
す
る
牛

７

徳
島
県
牛
ヨ
ー
ネ
病
防
疫
対
策
実
施

要
領
に
基
づ
く
検
査
を
必
要
と
す
る
牛

８

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目

的
で
飼
育
し
て
い
る
肉
用
雌
牛
で
あ
っ

て
、
所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所

の
長
が
指
定
す
る
も
の

伝
達
性
海
綿
状
脳
症

同

１

死
亡
前
に
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
を
疑

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検

う
症
状
の
あ
っ
た
又
は
症
状
の
あ
っ
た

三
月
三
十
一
日
ま
で

査
、
疫
学
的
検
査
及
び

可
能
性
が
高
い
牛
の
死
体
。
た
だ
し
、

臨
床
検
査

か
ら

ま
で
に
該
当
す
る
場
合
を
除

（１）

（４）

く
。
地
理
的
条
件
に
よ
り
検
査
が
困
難

（１）
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
場
合

災
害
等
に
よ
り
死
体
が
破
損
し
、

（２）
又
は
紛
失
し
た
場
合

病
性
鑑
定
を
行
っ
た
結
果
、
検
体

（３）
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

死
体
の
移
動
、
移
入
又
は
移
出
が

（４）
禁
止
さ
れ
、
又
は
制
限
さ
れ
て
い
る

場
合

２

月
齢
が
満
十
八
月
以
上
の
死
亡
し
た

め
ん
羊
及
び
山
羊

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病

同

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応

指
定
す
る
豚

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て

検
査

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の

長
が
指
定
す
る
日



腐
蛆
病

同

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

同

臨
床
検
査
及
び
細
菌
検

そ

指
定
す
る
蜜
蜂

査

鳥
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
症

同

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

同

急
速
凝
集
反
応
検
査

指
定
す
る
鶏

豚
熱

同

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

同

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検

指
定
す
る
豚
及
び
い
の
し
し

査
、
中
和
試
験
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
蛍
光
抗
体
法

に
よ
る
検
査
及
び
ウ
イ

ル
ス
分
離
検
査

ア
フ
リ
カ
豚
熱

同

同

同

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

同

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

同

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検

指
定
す
る
鶏

査
、
寒
天
ゲ
ル
内
沈
降

低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

反
応
検
査
そ
の
他
必
要

な
検
査

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症

同

種
卵
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で

同

急
速
凝
集
反
応
検
査
、

（
ひ
な
白
痢
に
限
る
。
）

飼
育
し
て
い
る
鶏
で
あ
っ
て
、
所
轄
の
徳

試
験
管
凝
集
反
応
検
査

島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
指
定
す
る

及
び
細
菌
検
査

も
の

ア
カ
バ
ネ
病

同

前
年
の
夏
を
越
し
て
い
な
い
牛
で
あ
っ
て

令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
十
二

臨
床
検
査
及
び
中
和
試

、
所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
所
轄

験

チ
ュ
ウ
ザ
ン
病

が
指
定
す
る
も
の

の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

指
定
す
る
日

ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
三
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
三
に
掲
げ
る
家
畜
の
所
有
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
豚
熱
予
防
液
の
注
射
を
受
け
る
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

実
施
の
目
的

豚
熱
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

二

実
施
す
る
区
域

県
下
一
円

三

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
指
定
す
る
豚
及
び
い
の
し
し

四

実
施
の
期
日

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
所
轄
の
徳
島
県
家
畜
保
健

衛
生
所
の
長
が
指
定
す
る
日

五

注
射
の
方
法
等

豚
熱
予
防
液
を
皮
下
又
は
筋
肉
内
に
注
射
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
四
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
馬
市
木
屋
平
字
麻
衣
二
一
の
二
六
か
ら
二
一
の
三
三
ま
で
、
二
一
の
三
六
、
字
川
上
一
八
の
一
、

一
九
、
二
〇
の
一
、
二
〇
の
二
、
二
〇
の
五
、
二
五
の
一
、
二
五
の
二
、
二
七
の
一
、
二
七
の
五
、
三

〇
の
二
、
三
〇
の
三
、
三
一
の
一
、
三
一
の
二
、
六
六
三
の
一
か
ら
六
六
三
の
三
ま
で
、
六
八
四
、
六

八
四
の
二
、
六
八
四
の
三
、
六
九
二
の
一
、
六
九
二
の
二
、
字
川
上
カ
ケ
三
九
一
の
二
、
四
七
一
か
ら

四
七
三
ま
で
、
四
七
四
の
一
、
字
下
名
六
の
一
、
六
の
二
、
一
九
、
一
九
の
二
、
六
三
六
、
六
四
六
、

六
四
七
、
六
六
三
、
字
太
合
三
二
の
一
、
三
六
の
一
、
四
五
の
二
、
四
六
の
一
、
四
七
の
一
、
六
三
か

ら
六
五
ま
で
、
七
五
の
一
か
ら
七
五
の
三
ま
で
、
一
〇
〇
の
二
、
一
二
八
、
一
二
九
、
一
三
三
の
三
、

一
六
三
、
一
六
六
、
一
六
七
、
三
〇
二
の
一
、
六
三
二
の
一
、
六
三
二
の
三
、
六
三
二
の
四
、
六
三
三

、
七
三
六
、
七
三
七
、
七
五
〇
、
八
五
二
の
二
、
八
五
七
、
八
五
九
、
八
八
一
、
八
九
〇
の
一
、
字
太

合
カ
ケ
四
一
三
の
三
、
四
二
五
の
一
、
四
二
六
の
一
、
字
谷
口
一
九
七
の
一
、
三
六
一
の
一
、
三
六
二

、
三
六
三
の
一
、
三
九
八
の
一
、
三
九
八
の
二
、
四
一
八
、
四
二
二
の
一
、
四
二
二
の
二
、
四
三
八
、

四
三
九
、
字
谷
口
カ
ケ
二
八
八
の
一
、
二
八
八
の
二
、
二
八
八
の
四
、
三
〇
七
、
三
二
六
か
ら
三
二
八

ま
で
、
三
四
六
、
三
四
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
森
林
土
木
・
保
全
課
及
び

美
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
鳴
門
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

鳴
門
市
大
麻
町
桧
字
道
ノ
北

五
〇
番
五
地
先
か
ら

旧

一
一
・
四
～
一
二
・
八

二
〇
五
・
七

２

同

字
ダ
ン
ノ

鳴
門
池
田

１

上
二
四
番
一
地
先
ま
で

同

新

一
一
・
八
～
一
四
・
八

二
〇
五
・
七



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
郡
東
み
よ
し
町
西
庄
字

谷
合
二
〇
八
番
一
地
先
か
ら

旧

六
・
〇
～
一
二
・
五

一
〇
七
・
〇

４

三
加
茂
東
祖

同

４

谷
山

一
〇
七
番
一
地
先
ま
で

同

新

六
・
〇
～
一
三
・
〇

一
〇
七
・
〇



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

一
般
国
道

延

長

路

線

名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

（
メ
ー
ト
ル
）

美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
井
口

八
二
番
二
地
先
か
ら

四
九
二
号

二
八
・
七

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

同一
三
九
番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
郡
東
み
よ
し
町
西
庄
字
谷
合

４

三
加
茂
東
祖

二
〇
八
番
一
地
先
か
ら

一
〇
七
・
〇

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

４

谷
山

同一
〇
七
番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
百
六
十
九
号

徳
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

徳
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
者
名
簿
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

制
定
文
中
「
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
建
設
省
令
第
十
二
号
）
第
五
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
」
を
削
る
。

第
一
条
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
七
十
号

昭
和
三
十
四
年
徳
島
県
告
示
第
五
百
四
十
六
号
（
建
築
主
事
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築

物
の
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

「
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

表
五
の
項
中
「
字
岡
山
寺
」
を
「
字
岡
山
路
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
告
示
第
百
七
十
一
号

平
成
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
百
二
十
四
号
（
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
及

び
建
築
物
の
各
部
分
の
高
さ
の
制
限
を
定
め
る
区
域
並
び
に
当
該
区
域
に
係
る
数
値
に
つ
い
て
定
め
る
件

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

表
中
「

建
ぺ
い
率

」
を
「

建
ぺ
い
率

」
に
、
「第

５
２
条
第
１
項
第
６
号

」
を
「第

５
２
条
第
１

，
、

項
第
８
号

」
に
、
「

な
が
れ

」
を
「

な
が
れ

」
に
改
め
る
。

，
，

、
、



徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

徳
島
県
立
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

徳
島
県
立
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
立
学
校
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
運
転
免
許
の
確
認
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
原
本
に
限
る
」

を
「
運
転
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
又
は
電
磁
的
記
録
を
含
む
」
に
、
「

免
許
証
の
」
を
「
運
転
免
許
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
運
転
免
許
証
」
を
「
当
該
運
転
免
許
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
同
項
の
規

定
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
当
該
職
員
ご
と
に
定
め
る
勤
務
時
間
と
し
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
に
つ
い

て
は
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島

県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
同

項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
当
該
職
員
か
ら
の
申

告
を
考
慮
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
休
憩
時
間
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
九
号
）
第
四
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
り
命
ず
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
条
第
三
項
中
「
を
も
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
休
日
及
び
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第

三
項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
超
勤
代
休

日
、
休
日
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島
県
人
事
委
員
会
規

則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
」
を
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
に
改

め
る
。
第
三
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
運
転
免
許
の
確
認
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
原
本
に
限
る
」

を
「
運
転
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
又
は
電
磁
的
記
録
を
含
む
」
に
、
「

免
許
証
の
」
を
「
運
転
免
許
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
運
転
免
許
証
」
を
「
当
該
運
転
免
許
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年

三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
議
会
議
員
の

解
職
の
請
求
を
す
る
場
合
の
美
馬
選
挙
区
に
お
け
る
県
議
会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
三
分
の
一
の

数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

岩

丸

正

史

選

挙

区

名

数

美

馬

九
、
八
〇
六
人





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 





  

 

  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









                      

  
            

 

 

 

  
  

    
  
  
      

  

  

  

  



        

 
          

 

       

 

 
  

  

 



 



 

 

 

 

 
 

 



 

 



 

 

 
 

 





 

 

 

 

 

 

 







  

            
 

 

 

    

    

 

  

  

   

  

  

   



            
 

 

 

       

 

  

  

   

  

  

   







 

 

 

 



















 

 





 

 

 

 



徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
徳
島
海
区
の
う

ち
南
部
海
域
に
お
け
る
宝
石
さ
ん
ご
（
ア
カ
サ
ン
ゴ
、
モ
モ
イ
ロ
サ
ン
ゴ
及
び
シ
ロ
サ
ン
ゴ
の
生
体
及
び

死
骸
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
採
捕
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

岡

本

彰

一

定
義
こ
の
指
示
に
お
い
て
「
徳
島
海
区
の
う
ち
南
部
海
域
」
と
は
、
和
歌
山
県
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
か
ら

徳
島
県
伊
島
及
び
前
島
を
経
て
蒲
生
田
岬
灯
台
に
至
る
直
線
及
び
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
諭
鶴
羽
山
山
頂

と
同
市
沼
島
東
端
と
の
見
通
し
線
以
南
の
水
域
の
う
ち
徳
島
県
海
域
を
い
う
。

二

採
捕
の
制
限

徳
島
海
区
の
う
ち
南
部
海
域
に
お
い
て
、
宝
石
さ
ん
ご
の
採
捕
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
三

に
掲
げ
る
者
が
採
捕
す
る
場
合
で
あ
っ
て
徳
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。

）
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

承
認
の
対
象
者

承
認
の
対
象
者
は
、
試
験
研
究
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
者
と
す
る
。

四

承
認
証
の
交
付

委
員
会
は
、
採
捕
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
承
認
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

五

承
認
証
の
携
帯

承
認
を
受
け
た
者
は
、
宝
石
さ
ん
ご
を
採
捕
す
る
と
き
は
、
当
該
承
認
証
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

六

承
認
の
取
消

委
員
会
は
、
資
源
保
護
又
は
漁
業
調
整
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。

七

譲
渡
又
は
販
売
の
禁
止

承
認
を
受
け
た
者
は
、
採
捕
し
た
宝
石
さ
ん
ご
を
譲
渡
し
、
又
は
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
。

八

採
捕
報
告
書
の
提
出

承
認
を
受
け
た
者
は
、
採
捕
の
結
果
に
つ
い
て
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
採
捕
期
間
終
了
後
一
月

以
内
に
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九

取
扱
要
領

こ
の
指
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
採
捕
の
承
認
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
が
別

に
定
め
る
。

十

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。



徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
二
号

第
五
種
共
同
漁
業
権
の
免
許
に
係
る
令
和
七
年
度
の
目
標
増
殖
量
を
次
の
と
お
り
定
め
た
か
ら
公
表
す

る
。
令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

野

口

修

司

免

許

番

号

漁

業

権

者

名

漁
業
の
名
称

増

殖

内

容

備
考

う
な
ぎ
漁
業

四
八

キ
ロ
グ
ラ
ム

内
共
第
十
四
号

鮎
喰
川
漁
業
協
同
組
合

あ

ゆ
漁
業

五
六
、
〇
〇
〇

放
流

尾

あ
ま
ご
漁
業

四
〇
、
〇
〇
〇尾

う
な
ぎ
漁
業

二
〇
〇

吉
野
川
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

キ
ロ
グ
ラ
ム

内
共
第
十
六
号

三
好
河
川
漁
業
協
同
組
合

あ

ゆ
漁
業

五
六
〇
、
〇
〇
〇

放
流

吉
野
川
西
部
漁
業
協
同
組
合

尾

麻
植
阿
波
吉
野
川
漁
業
協
同
組
合

あ
ま
ご
漁
業

六
〇
、
〇
〇
〇尾

う
な
ぎ
漁
業

四
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム

内
共
第
二
十
一
号

勝
浦
川
漁
業
協
同
組
合

あ

ゆ
漁
業

二
一
〇
、
〇
〇
〇

放
流

尾

あ
ま
ご
漁
業

四
〇
、
〇
〇
〇尾

う
な
ぎ
漁
業

一
二

内
共
第
二
十
三
号

小
松
島
淡
水
漁
業
協
同
組
合

キ
ロ
グ
ラ
ム

放
流

ふ

な
漁
業

一
四
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム

う
な
ぎ
漁
業

一
二
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム

内
共
第
二
十
五
号

那
賀
川
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

あ

ゆ
漁
業

四
二
〇
、
〇
〇
〇

放
流

尾

あ
ま
ご
漁
業

六
〇
、
〇
〇
〇尾

う
な
ぎ
漁
業

二
八

キ
ロ
グ
ラ
ム

内
共
第
二
十
八
号

海
部
川
漁
業
協
同
組
合

あ

ゆ
漁
業

一
〇
五
、
〇
〇
〇

放
流

尾

あ
ま
ご
漁
業

二
〇
、
〇
〇
〇尾



徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号

徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号
に
基
づ
く
水
域
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

野

口

修

司

吉
野
川
水
系

(
吉
野
川
本
流
及
び
そ
の
支
流)

、
徳
島
市
名
東
町
の
地
蔵
院
池
、
那
賀
川
水
系

(

那
賀

川
本
流
及
び
そ
の
支
流)
、
打
樋
川
水
系

(

打
樋
川
本
流
及
び
そ
の
支
流)



徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
及
び
第
百
七
十
一
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
い
（
ま
ご
い

及
び
に
し
き
ご
い
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
取
扱
い
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

た
だ
し
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
に
死
亡
し
た
こ
い
を
処
理
す
る
場
合
、

あ
る
い
は
公
的
機
関
が
試
験
研
究
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会
長

野

口

修

司

第
一

指
示
の
内
容

一

持
ち
出
し
の
禁
止

公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
な
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

が
発
生
又
は
発
生
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
徳
島
県
知
事
が
認
め
た
場
合
は
、
当
該
水
域
に
お
い
て

は
、
徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
を
除
き
、
こ
い
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な

い
。こ
の
場
合
、
徳
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
は
、
当
該
水
域
の
範
囲
に
つ
い
て
速
や
か
に
公
表

す
る
も
の
と
す
る
。

二

放
流
の
禁
止

公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
し
て
一
体
を
な
す
水
面
に
お
い
て
は
、
こ
い
を
放
流
し
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
採
捕
し
た
こ
い
を
同
じ
場
所
に
放
流
す
る
場
合
又
は
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

１

放
流
場
所
が
、
一
に
基
づ
き
告
示
さ
れ
た
水
域
で
な
い
こ
と
。

２

放
流
し
よ
う
と
す
る
こ
い
は
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
水
系

(

養
殖
場
及
び

個
人
の
池
を
含
む
。)

に
由
来
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

３

放
流
し
よ
う
と
す
る
こ
い
が
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
水
系

(

養
殖
場
及
び

個
人
の
池
を
含
む
。)

に
由
来
す
る
こ
い
と
水
を
介
し
て
の
接
触
が
な
い
こ
と
。

４

放
流
し
よ
う
と
す
る
こ
い
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
）
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ

れ
た
こ
い
群
の
個
体
で
あ
る
こ
と
。

第
二

指
示
の
期
間

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で


